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1964年にアメリカで公開された Brown Corpusや 1990年代にイギリスで作られた British

















られた SEUコーパスでは，一律 5,000語の抽出単位が合計 100万語分収集されている。また，




















































































































































































ルごとに付与した「日本十進分類法（NDC）」の 1 桁目による 10分類，および NDCが付与
されていない場合（「記録なし」）の，合計 11種類に層別した。発行年については，出版サブ
コーパスでは，2001年から 2005 年までの 5年間によって 5層に，図書館サブコーパスでは，
1986年から 2005年までの 20年間によって 20層に，それぞれ層別した。
表 2.1: 「日本十進分類法（NDC）」による書籍の 11分類
0. 総記 2. 歴史 4. 自然科学 6. 産業 8. 言語 n. 記録なし




2001 年から 2005年までの 5年間によって 5 層に層別した。
表 2.2: 『雑誌新聞総かたろぐ』による雑誌の 6分類
1. 総合 3. 政治・経済・商業 5. 工業




は，2001 年から 2005年までの 5年間によって 5層に層別した。









メディア・サブコーパス 抽出枠 (1) 抽出枠 (2) 合計層数
書籍（出版サブコーパス） 11分類 5分類 55層
雑誌（出版サブコーパス） 6分類 5分類 30層
新聞（出版サブコーパス） 3分類 5分類 15層
















































0. 総記 1,003,528,880 2.01%
1. 哲学 2,343,849,711 4.90%
2. 歴史 5,010,749,621 10.47%
3. 社会科学 8,946,058,392 18.69%
4. 自然科学 3,028,276,363 6.33%
5. 技術工学 3,149,144,051 6.58%
6. 産業 1,690,150,481 3.53%
7. 芸術 4,057,291,256 8.47%
8. 言語 956,625,910 2.00%
9. 文学 15,485,091,056 32.34%
n. 記録なし 2,206,890,351 4.61%
合計 47,877,656,072 100%




















































書籍 小計 74.14% 12,604






雑誌 小計 16.06% 2,730
新聞 全国紙 3.69% 628
ブロック紙 1.98% 337
地方紙 4.13% 702




0. 総記 2.01% 264
1. 哲学 4.90% 617
2. 歴史 10.47% 1,319
3. 社会科学 18.69% 2,355
4. 自然科学 6.33% 797
5. 技術工学 6.58% 829
6. 産業 3.53% 445
7. 芸術 8.47% 1,068
8. 言語 2.00% 252
9. 文学 32.34% 4,077
n. 記録なし 4.61% 581
合計 100% 12,604












































































































































































第 0層： 物理的実体¶ ³
書籍の物理的な実体そのもの
表紙，ケース，カバー，綴じ込まれたポスター，添付の CD-ROMなど
第 1層： 原紙面¶ ³
紙面上に印刷されたすべての内容
広告，口絵，標題紙，献辞，目次，凡例，ノンブル，柱，付録，索引，奥付など
第 2層： 印刷された実質的な内容部分¶ ³
伝達される主たる内容部分
フィギュア本体（写真，イラスト，漫画，図解，グラフなど）






第 5層： カウント対象文字種¶ ³
サンプルを構成する対象となる文字種
ルビ，注番号，抹消文字，グロス
第 6層： カウント対象要素¶ ³
サンプルに含まれる文字数のカウント対象となる要素
見出し，本文，注，キャプション（のカウント対象文字種）




















































































る。このような形で構成される表は，「日本のお酒 → 日本酒，ドイツのお酒 → ビール，フラ

















































² 第 0層から第 3層までに位置づけられる要素は，サンプルの範囲から排除する。µ ´
この原則を，実際のサンプリング作業で用いるための判断基準として細かく分類・再整理す
ると，図 4.1に掲げる［排除基準 1］から［排除基準 5］を得る。



















































































































準 2］［排除基準 3］［排除基準 4］［排除基準 5］を適用せず，当該の文字列をサン
プリング対象とする。
［運用基準 3］［排除基準 3］［排除基準 4］でサンプリング対象外となる文字列であって
も，それらが［選択基準 1］［選択基準 2］により「章節構造」を構成すると認定さ
れる場合は，サンプリング対象とする。
［運用基準 4］［排除基準 3］［排除基準 4］でサンプリング対象外となる文字列であって
も，［選択基準 3］または［選択基準 4］に該当する場合は，サンプリング対象とし
てよい。


































































































































［選択基準 1］ ［選択基準 2］ ［選択基準 3］ ［選択基準 4］
本文 章節見出し 注 キャプション
［排除基準 2］ ［運用基準 2］
柱，ノンブルなど
［排除基準 3］ ［運用基準 2］
写真，イラスト， ［運用基準 3］ ［運用基準 3］
図解など ［運用基準 4］ ［運用基準 4］
［排除基準 4］ ［運用基準 2］
分岐型フローチャート， ［運用基準 3］ ［運用基準 3］
行列見出しを備えた表など ［運用基準 4］ ［運用基準 4］

































作業段階 1： サンプル抽出基準点を取得するページの指定 
作業段階 2： サンプル範囲の指定 
作業段階 3： 収録対象外要素の排除指定 
作業段階 4： 収録対象要素の確定と入力順の指定 
 







1.3  紙面上に書き込まれる内容 
 
（１）「サンプル抽出基準点」 ・・・作業段階 1 
 「サンプル抽出基準点」として取得する文字に ● 印をつける。また，「サンプル抽出基
準点」のある紙面であることが分かるよう，当該のサンプル紙面の右端に太線を引く。 
 
（２）「可変長サンプル」と「固定長サンプル」の範囲 ・・・作業段階 2 
固定長サンプルと可変長サンプルは，同一のサンプル抽出基準点から取得する。両者の
関わりには，次の３つの類型が存在する。  
・included   固定長サンプルのすべてが可変長サンプルに含まれる形  
・overflow  可変長サンプルの最後から固定長サンプルが飛び出す形  
・separated  可変長サンプルと固定長サンプルとが一切重なっていない形  
  
40                 第１章 収録するテキストの抽出基準とその手順 
以上の類型にあわせ，紙面上にはサンプル範囲を次のように指示する。 
・included の場合 可変長サンプル範囲のみ「 」（かぎ括弧）の印をつける。 









 また，いずれの場合も，紙面に範囲外となる部分を含む場合は，その部分に大きく × 印
をつける。 
 
（３）収録対象外要素の排除指定 ・・・作業段階 3 









  以上をまとめると，次の通りである。 
 
  １．●印  サンプル抽出基準点 
  ２．紙面右端の太線 サンプル抽出基準点のある紙面 
  ３．「 と  」 サンプル範囲の始まりと終わり 
  ４． 」に → 可変長の範囲を超えて，あるいはその先に，固定長の範囲あり 
  ５．「 」の外の×印 サンプル範囲外 
  ６．×印のみ    非現代日本語以外の排除要素 
  ７．×印と d  非現代日本語の排除要素 
  ８．番号と△ テキスト収録のための入力順，△は最終番号 
 
                                                   
1 ノンブルや柱など，サンプル内に繰り返し出てくる排除要素には，初出時のみ指示することもある。 
  




1.4  サンプル紙面の例 























42                 第１章 収録するテキストの抽出基準とその手順 
次に，固定長サンプル範囲が可変長サンプル範囲を超えて続く overflow のサンプル例





























図 1-3 overflowのサンプル例（つづき） 
 




                                                   
















































と「後書き」である。図 2-1と図 2-2とに，「前書き」と「後書き」の例を一つずつ挙げる。 
 
 
図 2-1 「前書き」 
 
図 2-2 「後書き」 
 












46             第２章 サンプル抽出基準点を取得するページの指定 
 
 
図 2-3 「口絵」（イラスト） 
 
 




図 2-5 「標題紙」 
 
 




図 2-7 「目次」 
 
 
図 2-8 「凡例」 
  
 




図 2-9 「索引」 
 
 
図 2-10 「奥付」 
 
 





























 Ａ．「中扉」の直前の「目次」まで    Ｂ．「目次」まで     Ｃ．「中扉」の直前まで 
 

















































① 第 3 章に著者名の記名があり，第 3 章全体が 1 万字以内である。：理想範囲「完全」，
完結構造「完結」 
② 第 3 章より上の範囲が同一著者の同一著作である。1 万字以内におさまる最大が第 3
章全体である。：理想範囲「不完全」，完結構造「完結」 
③ 第 3章より上の範囲が同一著者の同一著作である。第 3章は 1万字を超える。サンプ
ル抽出基準点が第３章の章題に当たる。1 万字以内におさまる最大が第 3章の一つ下
の構造第 1節である。：理想範囲「不完全」，完結構造「一部完結」 




 以上を図示すると，次の図 3-1の通りである。 
 
 
























図 3-3 理想範囲「不完全」，完結構造「完結」 その１ 
ここに著者表示あり 
  







図 3-4 理想範囲「不完全」，完結構造「完結」 その２ 
 
  
3.2 可変長サンプル例                                                         53 
 
 


















図 3-6 理想範囲「不完全」，完結構造「完結」 その４ 
  








 図 3-7 理想範囲「不完全」，完結構造「一部完結」


































図 3-10 座談 
  












図 3-12 対談（終わりに対談者の単独著述部分あり） 
  






















図 3-14 往復書簡 
 
  












図 3-15 Ｑ＆Ａ（分担執筆の著者表示あり） 
ここに著者表示あり 
  


















図 3-16 料理人の著者認定（分担執筆の明記あり）によらないもの 
  




































図 3-18 物理的に 4章の下位に位置づけられている「結論」 
  























ここでは，第Ⅰ部第 4章で述べた［排除基準 3］～［排除基準 5］の適用によって排除指
定をする対象のうち，次の２点について説明する。 
 ①言語表現を主体としない，あるいは，文字列が図式化されている「フィギュア」 
       ［排除基準 3］ ［排除基準 4］ 



















 ・分岐型フローチャート  
 表1 


























図 4-1 写真の一部に文字列（看板の文字） 
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図 4-5 コンピュータのキャプチャ画面 
  









図 4-6 文書形式を示す書式 
 
 
図 4-7 新聞記事 
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図 4-8 イラスト（中に文字列有り） 
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対象とする。図 4-12～図 4-16にそれらの例を順に示す。 
 
 
図 4-9 引き出し線付き図解 その１ 
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図 4-10 引き出し線付き図解その２ 
 
 
図 4-11 引き出し線付き文字列部分は本文 
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図 4-12 地図 
 
 
図 4-13 スポーツポジション図 
  








図 4-15 碁譜 
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図 4-16 牌図 
 




的なものを図 4-17～図 4-19に示す。 
 
 
図 4-17 棒グラフ 
 
図 4-18 折れ線グラフ 
 
 
図 4-19 円グラフ 
 

















図 4-20 分岐型フローチャートその１ 
 
 
図 4-21 分岐型フローチャート その２ 
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図 4-22 直線型フローチャート その１ 
 
 
図 4-23 直線型フローチャート その２ 
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図 4-25 列見出しを備えた 2列表 
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き」の例として図 4-28 を示す。先の図 4-27 で引いた例と，文字列を一方向に読むとい
う点において，差がないことが確認できる。 
 





サンプリング対象とする。例えば，次に示す図 4-29や，図 4-30のようなものである。 
  




図 4-29 列見出しを備えない 2列 その１ 
 
 
図 4-30 列見出しを備えない 2列 その２ 
 
（４）「列見出しを備えない 2列」:右列非現代日本語〔表と認定〕 



































図 4-32列見出しを備えない 2列：右列記号 
  



















 例えば，図 4-33は，列見出しを備えない 2列の右列が数値であることによって「表」
と認定した例である。 
 
図 4-33 列見出しを備えない 2列：右列数値
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図 4-39ブロック形式の英語に（ ）が付くもの 
 
 
図 4-40ブロック形式の古典語に（ ）が付くもの 
  
























例えば，図 5-1 と図 5-2 は，同じサンプルの別紙面の画像である。図 5-2 が見出しのあ




図 5-1 見出しの入力順指示に留意するものの「柱」部分 
                                                   
1 ここで「見出し」とは，第Ⅰ部 4.2 節「選択基準」で述べた，「本文」を統括する見出しである「章節見
出し」のことを言う。以下，同じ。 
  
















5.2 「本文」                                 91 
 
 
図 5-3 「見出し」が英語 
 
 
























図 5-6 「コラム」を道なりに入力するもの 
ここで入力 
  
























図 5-8 写真の「キャプション」 
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図 5-11 写真に伴う「キャプション」相当文字列が「本文」であるもの 
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